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研究成果の概要（和文）：本研究課題は、1) 中国北方のモンゴル諸語（シネヘン・ブリヤート語、ダグール
語、モンゴル語ホルチン方言）の言語資料の蓄積と公開、2) シネヘン・ブリヤート語の文法記述、3) 古い時代
のモンゴル語と現在のモンゴル諸語の文法形式の異同に関する比較・対照、の3点を目的とした。1) に関しては
2編の資料、2), 3) に関しては各1編の論文を公刊した。公刊論文では、シネヘン・ブリヤート語の文末に見ら
れる人称標識の使い分け（述語人称／所有者人称）が、中期モンゴル語における文末の動詞屈折形式の使い分け
（定動詞／形動詞）の使い分けと並行的であること、それがユーラシアに広く見られる類型であろうことを指摘
した。

研究成果の概要（英文）：The aims of this research project are 1) the documentation and publication 
of the Mongolic languages (e.g., Shinekhen Buryat, Dagur, and Khorchin Mongolian) spoken in northern
 China; 2) the grammatical description of Shinekhen Buryat, and 3) a comparative  analysis of 
Mongolic languages. As regards 1), I published two language texts with grammatical analyses of 
Shinekhen Buryat and Khorchin Mongolian. I also published two papers pertaining to 2) and 3). With 
regard to 3), in particular, I pointed out that the opposition between predicative markers and 
possessive markers in sentence-final position in modern Shinekhen Buryat is co-related to the 
opposition between finite verbs and participles in Middle Mongolian. Furthermore, I suggested that 
such opposition might be widely found in Eurasian languages.

研究分野： 言語学
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１．研究開始当初の背景 
 
 代表者はこれまで、中国内モンゴル自治区
北部、フルンボイル（呼倫貝爾）市で使用さ
れるシネヘン・ブリヤート語、ハムニガン・
モンゴル語といったモンゴル系言語の記述
的研究に従事してきた。シネヘン・ブリヤー
ト語は話者数約 6,000 名と話者数が少なく、
将来的には消滅の危機に瀕することが予測
される言語であるが、現在当該言語の記述と
ドキュメンテーションを継続的におこなっ
ている研究者は代表者以外にいない。当該言
語がより深刻な状態（話者数がさらに減少し、
次世代への継承が危ぶまれる状態）におかれ
る前に、できるかぎり一次資料を蓄積・公開
し、詳細な文法記述をおこなうことが求めら
れている。 
 シネヘン・ブリヤート語の話者は約 90 年
前にロシアから中国へと亡命・移住した民族
集団であるブリヤート、ハムニガンの人々の
子孫にあたる。移住後、ブリヤートと一部の
ハムニガンはフルンボイル市エヴェンキ（鄂
温克）族自治旗シネヘン（錫尼河）川流域に
居住を認められ、集住してきた（ブリヤート
と行動をともにしたハムニガンは、すでに母
語であるハムニガン・モンゴル語を話せず、
より辺境地域に集住するハムニガン約 1,300
名のみがハムニガン・モンゴル語を話す）。 
 当該言語が使用されるフルンボイル市は、
中国の他の辺境地域と同様、多言語社会を形
成している。上記シネヘン・ブリヤート語や
ハムニガン・モンゴル語のほか、ダグール語、
モンゴル語ホルチン方言、ウールト方言、バ
ルガ・ブリヤート語などのモンゴル系言語、
ツングース系のソロン語、オロチョン語など
の話者がおり、さらに中国語東北方言（東北
官話）が使用され、モンゴル系住民は母語の
ほかに複数の言語を使用するポリグロット
となっているケースが多い。 
 こうした多言語接触の状況下において、シ
ネヘン・ブリヤート語に中国語やその他のモ
ンゴル語諸方言の特徴があらわれるように
なった（一方のハムニガン・モンゴル語につ
いては、他者がアクセスしにくい地域に集住
したため、中国語やモンゴル系言語から被っ
た影響は比較的小さい）。なかでも中国語、
ダグール語、モンゴル語ホルチン方言とは移
住後恒常的に接触があり、シネヘン・ブリヤ
ート語の音韻・語彙・形態・統語構造にそれ
ぞれ一定の影響を与えてきたことがこれま
での調査から強く推定される。 
 このように外的影響により変容しつつあ
るシネヘン・ブリヤート語については、これ
までも全体像を記述すべく研究を継続し、中
国語との接触により、形態法を中心に本来有
していなかったと考えられる特徴がいくつ
か見られるようになってきていることを、本
研究課題遂行までに代表者は明らかとして
きた。しかしながら、文法構造の大きく異な
る中国語との接触による影響は比較的目立

つ特徴として抽出されるが、文法構造が似て
いるモンゴル系言語から受けた影響／それ
ら言語に与えた影響については、見落として
いる要素も多いと予測される。このことは、
ロシア連邦内で使用されるブリヤート語と
シネヘン・ブリヤート語との間に、中国語か
らの影響とは考えにくいいくつかの相違点
があることを根拠とする。 
 そういった予測を検証するためには、各言
語の一次資料を分析しつつ対照する必要が
ある。とくに、ブリヤートの人々が移住する
前からフルンボイル市で使用されていたダ
グール語・モンゴル語ホルチン方言の記述は、
いくつかの先行研究があるが、分析に利用で
きるようなかたちの一次資料は十分に蓄積
されていなかった。 
 
２．研究の目的 
 
 上記のような現状をふまえ、本研究課題で
は以下の 3 点を目的とした。1) 中国北方に分
布するモンゴル諸語であるシネヘン・ブリヤ
ート語、モンゴル語ホルチン方言、ダグール
語などの言語資料の蓄積と公開を進める、2) 
シネヘン・ブリヤート語の文法記述をできる
かぎり進める、3) 古い時代のモンゴル語と、
現在のシネヘン・ブリヤート語や周辺モンゴ
ル諸語の文法形式との異同を比較・対照する
ことで、それぞれの言語の通時的変化と相互
影響について分析を進める。 
 
３．研究の方法 
 
 上記の研究を遂行するために、以下の方法
をとった。1) これまで代表者が収集してきた
音声資料を整理し、統合する。2) 収集してき
た音声資料のうち、未公開のものについて文
法情報を付し、公開にむけて整形する。3) 母
語話者の協力のもと現地調査を実施し、新た
な言語資料の採録、未分析資料の分析をおこ
なうほか、とくに文法上の問題に関する聞き
取り調査（エリシテーション）を実施する。
4) 関連分野の文献収集をおこなう。5) 公刊
済みの中期モンゴル語資料を対象に、文法上
の特徴について計量的に分析する。 
 2) については、ダグール語に関しては初年
度に研究協力者となっていただいた東京外
国語大学大学院の山田洋平氏を現地に派遣
し、文法調査と用例収集に従事していただい
た。シネヘン・ブリヤート語の調査は代表者
が現地および日本国内で、またモンゴル語ホ
ルチン方言の語彙・文法調査は留学生を対象
に大学内で実施した。 
  
４．研究成果 
 
 研究目的 1) および 2) に基づき、研究期間
内に代表者による現地調査を 3 回（海外 2 回、
国内 1 回）および協力者による調査を 1 回お
こなった。当初計画よりも実施回数は少なか



 
 

ったが、効率的な調査ができたこと、また成
果公刊も当初想定していたよりも充実した
ものとなった。全体を総括すると、1) ～ 3) 
いずれについても当初目的を達成できたと
いえる。ただし 1) に関しては期間内に公刊
が間に合わなかったものもある。期間終了後
の公刊をめざし、現在編集作業をすすめてい
る。以下、3 点の目的それぞれについて、そ
の成果を報告する。 
1) 中国北方のモンゴル諸語資料の蓄積と公
開：これまで収集してきたシネヘン・ブリヤ
ート語音声資料の整理・分析を進め、研究期
間内に 1 点の文法情報つきテキスト資料を公
刊した（５．〔論文〕(3)）。このほか、3 点の
文法情報つきテキスト資料を収録した書籍
を、中国北方少数言語を対象とした研究に従
事する他の研究者とともに公刊すべく、編集
作業を進めている。 
 このほか、過去に整理した民話を中心とし
たテキスト資料について、言語ドキュメンテ
ーション支援ツールのひとつである FLEx に
取り込み、横断的検索が可能となるよう加工
した。さらに資料の恒久的保存のために、過
去記録した資料（DAT, MD を媒体とした音声
資料、miniDV による映像資料）をそれぞれ
デジタル・ダビングした。このほか、モンゴ
ル語ホルチン方言については母語話者であ
る留学生を被調査者として、用例収集をおこ
なった。用例収集にあたっては、中国・内蒙
古大学がかつて実施した言語調査に用いた
例文調査票を用いた。この例文調査票を用い
た調査は、シネヘン・ブリヤート語（2006 年）、
ハムニガン・モンゴル語（2007 年）に続き、
代表者としては 3 言語めの成果として成果を
公開した（〔論文〕(1)）。この調査票に基づく
モンゴル諸語の例文データは、代表者以外の
調査によるものも含めて計 11 言語あり、こ
れらデータの統合を今後の課題として残し
ている。なお、こうした横断的データをもと
にした文法事項についても口頭発表をおこ
なった（〔学会発表〕(9)）。 
 また、研究協力者の山田氏は 2014 年にダ
グール語の現地調査を実施し、その成果の一
部を公開した（〔論文〕(2); 〔学会発表〕 (5)） 
 
2) シネヘン・ブリヤート語の文法記述：代表
者が継続的に従事しているシネヘン・ブリヤ
ート語の文法分析をすすめた。この調査の成
果としては、調査技法に関して 2 件の口頭発
表（〔学会発表〕(3), (7)）をおこなった。また
文法記述については、とくに文末の動詞屈折
形式および人称標示形式に焦点をあてた分
析をおこない、その成果を公表した（〔論文〕
(5)；〔学会発表〕(1), (4), (8), (9)）。 
 
3) 古い時代のモンゴル語と、現在のモンゴル
諸語との比較対照：2) において焦点をあてた
文末の動詞屈折形式のふるまいについて、中
期モンゴル語で書かれたとされる『元朝秘

史』をテキストとして分析した（〔学会発表〕
(2), (6), 〔論文〕(4)）。この結果と 2) の成果
をもとに比較・対照をおこない、中期モンゴ
ル語の文末において見られた定形動詞／形
動詞（分詞）の使い分けがモダリティによっ
ていること、現在のシネヘン・ブリヤート語
のデータを分析すると、そういったモダリテ
ィにかかわる区別は人称標示形式の使い分
け（述語人称を後接するか／所有人称を後接
するか）によっており、両者に相関関係が見
られること、またそういったモダリティによ
る形式の対立はユーラシアに分布するアル
タイ型の諸言語にひろく見られること、など
を指摘した（〔学会発表〕(8); 〔論文〕(5)）。 
 このほか特筆すべき事項として、本研究課
題の内容を一般向けに紹介するアウトリー
チにも力を入れたことを書き添えておきた
い。５．〔その他〕に記載の (1), (2), (4), (5)
の学生を対象とした研究紹介のほか、〔その
他〕(3) のようにより一般向けに本研究課題
にかかわるフィールドワークの内容につい
て紹介する機会もつくった。 
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